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【短報】西表島におけるアオヘリアオゴミムシの記
録と生息環境に関する知見

アオヘリアオゴミムシ Chlaenius praefectus Bates, 
1873 は , 日本（本州 , 四国 , 九州 , 沖縄本島）から
東南アジアにかけて分布する（東ら , 2002）. 

1960 年代までは , 神奈川県（平野 , 2004）や京都
府（石田 , 1953）といった都市部あるいはその近郊
においても記録されているが , その後本種の生息環
境と推察される湿地や河川敷の環境の改変が進ん
だためか , 近年の生息情報はほとんどない . そのた
め , 環境省（2007）のレッドリストにおいても絶滅
危惧 I 類にランクされている . 加えて , 本種の生息
環境に関する詳細な情報は , 他に減少したアオゴミ
ムシ類と比べても少なく , 保全にむけた情報の集積
が求められているのが現状である . 

そのような中，筆者らは , 分布新記録となる南西
諸島の西表島で , 本種を確認することができた . 併
せて若干の生態的知見も得ることができたため , こ
こに報告する . 

記録
1♂, 沖縄県西表島古見 , 24-III-2006, 渡辺恭平採

集・保管．1♀, 沖縄県西表島大富 , 8-IX-2006, 伴光
哲採集 , 東京農業大学昆虫学研究室保管 . 2♂♂, 沖
縄県西表島古見 , 12-IX-2006, 渡辺恭平採集 , 東京農
業大学昆虫学研究室保管（図 1）．1♀, 沖縄県西表
島豊原 , 15-V-2007, 藤沼聡採集・保管．

渡辺採集の 3 個体は , いずれも牛が放牧された湿
地（図 2） において草の根際をかき分けた際に採集

した．この湿地では牛の足跡に水が溜まり , 湿地内
に水分条件の異なる環境がある中で , 水際に特に近
い場所にコキベリアオゴミムシ , コトックリゴミム
シ , セダカケブカゴミムシとともに本種が生息して
おり , 2006 年 3 月に採集した個体は泥が乾燥しひ
び割れた中に , 残りの個体は水際を歩行中の個体を
採集した . 伴採集の 1 個体は , パイナップル畑の周
辺に設置したサナギ粉を用いたベイトトラップに
かかっているものを , 藤沼採集の 1 個体は , 湿地付
近にある灯火に飛来したものを採集した . 上記 5 個
体のうち 4 個体が湿地あるいはその周辺で確認さ
れたことから , 本種が棲息環境として湿地を利用し
ていることが強く裏付けられた . 

現在，南西諸島においても , 本種の生息に適して
いると考えられる環境の改変が進んでおり , 現に本
種が採集されたパイナップル畑は , 後年造成された
ことで消滅している . 本種の保全にあたっては , 湿
地やその周辺環境の保全と並び , さらなる採集記録
や生態に関する知見を集積することで , 環境選好性
や生活史の解明を図ることが急務と考えられる . 

末筆であるが , 本記録の発表を勧めてくださり , 
採集記録等のご助言を頂いた丸山宗利博士（九州
大学総合博物館）に深くお礼申し上げる . 
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図1. アオヘリアオゴミムシ.

図2. アオヘリアオゴミムシの生息地.
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【短報】箱根でジュウジサルゾウムシを採集
ジ ュ ウ ジ サ ル ゾ ウ ム シ Thamiocolus kratzi (C. 

Brisout, 1869) は，記録が数例しかない珍しい種で
ある．筆者は本種を箱根の仙石原の湿生花園近く
のシロネなどが生えている湿地で採集したので報
告する．

1ex., 神奈川県箱根町仙石原 , 24. V. 2012, 平野幸
彦採集（図 1）．

本 種 に 対 し て は 従 来 Thamiocolus virgatus 
(Gyllenhal) の学名が使用されており，的場・斎藤 

（2009）もこの学名で報告したが，後日上記に訂正
した．また，的場・斎藤（2009）は近似のオオシ

ロモンサルゾウムシと
の区別点について記し
ているが，本種は前腿
節に歯はなく，顕著な
歯があるオオシロモン
サルゾウムシとの区別
は容易である．

なお仙石原での採集
については，自然公園
法に基づき富士箱根伊
豆国立公園内特別保護
区域の採集許可（環関
地箱許第 120706001）を得ていることを付記してお
く．また，本種についていろいろとご教授いただ
いた吉武啓博士に厚く御礼申し上げる．
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図1．ジュウジサルゾウムシ．


